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発行／宮城県消費生活センター 

 

みやぎの消費生活情報 
Information on Consumer Affairs of MIYAGI 

 

I N D E X 
◆架空請求による被害が後を絶ちません 

 

 

 

◆「２０１６ ＦＰフォーラム in 宮城」が開催されます 

◆女性の美容医療トラブル 
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架空請求による被害が後を絶ちません 

◆宮城県消費生活サポーターになりませんか？ 

【こんな事例がありました】 

スマートフォンに「サイト利用料金課金中。利用しない場合は退会

手続きのため、至急ご連絡ください。」というメールが届いた。身に覚

えがなかったので記載されている連絡先に連絡すると、「身に覚えがな

くても携帯電話の自己管理責任があるので、利用料を今日中に支払う

ように。」と言われた。 

架空請求とは 

身に覚えのない請求に関するメールやハガキが弁護士や公的機関のよ

うな名称から届き、「裁判にする」「財産を差し押さえる」などの文面で消

費者の不安をあおり、消費者が業者に連絡を取るよう仕向ける手口です。 

1 度連絡を取ってしまうと、氏名や電話番号、住所などの個人情報を知

られてしまい、しつこく連絡されたり金銭を要求されたりします。 

 

 身に覚えがなければ連絡せず、無視しましょう！ 

 １度このようなメールが届くと、今後も届く可能性があります。 

気になる場合はメールアドレスを変えることも手立ての 1 つです。 

 不審なメールや電話等を受け、不安や疑問を感じた際は、相手と 

連絡を取ったりお金を支払う前に、お住まいの地域の消費生活 

相談窓口に相談しましょう。 

★トラブルに遭わないために★ 
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 リスクなく簡単にきれいになれるとうたう宣伝をうのみにしないようにしましょう。 

 医師でないクリニックのスタッフが医療行為をしている可能性もあります。 

医師の担当する範囲や施術の流れを十分に確認しましょう。 

 想定した金額より高額な料金を提示された場合には、契約しないことを 

伝えましょう。特に、希望しない即日施術ははっきり断りましょう。 

 やむなく高額な契約をしてトラブルとなった場合には、お住まいの地域の 

消費生活相談窓口に相談しましょう。 

「２０１６ ＦＰフォーラム in 宮城」が開催されます 

 

【事例 1】しわ伸ばしのためにクリニックに行ったら即日施術され、

約 1,300 万円を請求された。 

【事例 2】相談のつもりで訪れたクリニックでしつこく勧誘され、

帰るために即日施術をしてしまった。 

【事例３】腹部の脂肪溶解注射を勧められ、当日に施術したが、効

果も感じられず解約したい。 

【事例４】クリニックでしわを取る施術を受けたが、腫れがひかな

い。ずさんな施術なのに高額な請求で納得がいかない。 

 自由診療が中心である美容医療では、施術費用は個々のクリニックで自由に設定できま

す。しかし、注射を数本打たれ 1,000 万円前後の請求を受けたなど、深刻な高額請求トラ

ブルが 60 歳以上の女性を中心に発生しています。 

★トラブルに遭わないために★ 

 

女性の美容医療トラブル 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

宮城県消費生活サポーターになりませんか？ 

 宮城県では平成２７年度に引き続き、身近な地域での消費者教育を担ってい

ただく「消費生活サポーター」を募集しています！ 

昨今、特殊詐欺やインターネット、契約に関するトラブルなど、消費生活に

関する問題は日々多様化・複雑化しています。また、高齢化や独居化が進み、

被害が深刻化することも予想されます。 

そこで県では、地域に根ざした皆さんの力を求めています！！一緒に消費者啓

発活動などを通して、消費者をトラブルから守りませんか？ 

大崎会場（県大崎合同庁舎） 

１日目 平成２８年１１月１４日（月） 

２日目 平成２８年１１月２１日（月） 

大河原会場（県大河原合同庁舎） 

１日目 平成２８年１１月１６日（水） 

２日目 平成２８年１１月２５日（金） 

仙台会場（県自治会館） 

１日目 平成２８年１１月１５日（火） 

２日目 平成２８年１１月２２日（火） 

気仙沼会場（県気仙沼合同庁舎） 

１日目 平成２８年１１月１７日（木） 

２日目 平成２８年１１月１８日（金） 

 

身近な地域の消費者トラブルを未然に防ぐために，「自分のできる範囲」で消費者教育

の活動を担うボランティアです！※サポーターには県の負担によりボランティア保険に加入していただきます。 

 

（１）身近な地域での啓発活動！ 

 ●県消費生活センターで発行しているチラシ等を町内会や地域の集ま

りで配布、解説する。 

 ●消費者トラブルに遭っていると思われる方がいた場合、消費生活セ

ンターに相談するようにアドバイスする。 

（２）地域と行政のパイプ役！ 

 ●身近な地域での消費者トラブルやニーズを消費生活センターへ情報

提供する。 

 ●消費生活センターからの最新情報を身近な地域に届ける。 

（３）「自立した消費者」を目指した積極的な学習！ 

●消費生活センター等で開催する研修会やイベントへの参加 

●自己学習 

こんな活動をしています！ 

街頭啓発の様子 

フォローアップ講座の様子 

消費生活サポーターになっていただく方には、養成講座を受講していただきます。消費生活に関する基

礎知識を２日間で学べる内容になっていますので、消費生活に興味がある方はぜひお申し込みくだ

さい。受講は無料です！ 

講座日程 

お好きな会場で

受講ください！

同一会場で2日

間の受講が難し

い場合は、別会

場での受講も可

能です。 

全日程 10 時～

1６時を予定し

ています。 

各会場とも定員

は４０名です。 

●対 象● 

宮城県にお住まいの消費生活や消費者問題

に興味のある個人又は団体 

※団体で申し込まれる際は事前にお問い合

わせください。 

●申込み方法● 

申込書を消費生活・文化課までご提出くだ

さい。 

※申込書は消費生活センターホームページ

や県消費生活センター、各県民サービス

センターなどで配布しています。 

【平成２８年１１月４日（金）必着】 

消費生活サポーターとは？ 

宮城県環境生活部消費生活・文化課 
（宮城県消費生活センター） 

仙台市青葉区本町３－８－１ 
TEL:０２２－２１１－２５２４ 

FAX：０２２－２１１－２９５９ 
お問い合わせ、申し込みはこちら 



 

本情報誌についてのお問合せは、宮城県消費生活・文化課相談啓発班まで（電話 022-211-2524） 

 

  

0570-031640 

宮城県消費生活センターのホームページから、 

本情報誌のバックナンバーをご覧いただけます。 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/syoubun/miyaginojoho.html 


